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 本論文は、ロベルト・シューマン Robert Schumann (1810-1856) の遺した最後の独唱歌曲
集《メアリー・ステュアート女王の詩による５つの歌 Gedichte der Königin Maria Stuart》作














メアリー・ステュアートを題材とする代表的な作品には、シラー Friedrich von Schiller 
(1759-1805) の戯曲『メアリー・ステュアート Maria Stuart 』(1800 年初演) 、またこのシラ
ーの戯曲を題本にして作曲したドニゼッティ Gaetano Donizetti (1797-1848) のオペラ《マリ
























































































歌曲集《メアリ ・ーステュアート女王の詩による５つの歌 Gedichte der Königin Maria Stuart》
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ド・ダ・ヴィンチ Leonardo da Vinci (1452-1519) や、ミケランジェロ Michelangelo di Lodovico 
Buonarroti (1475-1564)、ラファエロ Raffaello Santi (1483-1520) らの天才が現れた。それらの
文化はヨーロッパ全土に広がると共に海を渡り、イギリスでは「エリザベス朝」と呼ばれる


















































































1543 7 0 スターリング城にて戴冠式 
…    
































































































































                                                        














1561 8.19 18 祖国帰還、スコットランド女王として国の統治を担う 
ジョン・ノックスに改宗を迫られる 
エリザベスとの手紙のやり取りが始まる 
1562  19 シャトラールがメアリーを襲い、処刑される 
1563  20 近隣諸国がメアリーをめぐって政略結婚をもちかける 










































































































































































































































                                                        






























1570  28 チャッツワース城に移送 
シェフィールド城に移送（1584年まで） 
1571  29 リドルフィの陰謀  
1572  30  
…    
…    
1582  40  
1583  41 スロッグモートンの陰謀  
1584  42 チャートリー城に移送 
1585  43  




























































                                                        








































1603 3.24  エリザベス１世他界 
ジェームズがイングランドとスコットランド国王に即位 





































































































                                                        













































de Vega (1562-1635) は「星はその一番美しい輝きを彼女
の目から借り、また、星のひときわ素敵なあの色合いは、
彼女の面だちから借りてきたもの」10と表現している。 
1 François Clouet《Maria Stuart》   
まさかフランス王妃に向かって酷評する者などいないだろうが、これはお世辞ではなか













                                                        
9 ツヴァイク、前掲書、39 頁。 
10 ツヴァイク、前掲書、39 頁。 





























を示したようだ。死後見つかったドレスの数は 3000 着にも及んだ。ちなみに 3000 着を着











































































ドイツの文学者ギースベルト・ヴィンケ Giesbert Vinke (1813-1892) がドイツ語に訳したも
のに、シューマンが作曲した曲集として、広く認識されている。筆者もこれまで何の疑いも
なくそのように認識してきたのだが、1977 年、ハンス・ヨアヒム・ツィマーマン Hans-Joachim 
Zimmermann (1925-2009) の著書『メアリー・ステュアートの詩：G. ヴィンケ、R. シューマ



















このような状況において、2011 年、ローミン・コーク Roe-Min Kok と、ラウラ・トゥン





感傷性 At the Interstice between “Popular” and “Classical”――Schumann’s Poems of 





























                                                        
12 Finson, Jon W., “At the Interstice between “Popular” and “Classical,”  In Rethinking Schumann, ed. 
by Roe-Min Kok and Laura Tunbridge (Oxford University Press, 2011), p.72. 
Elizabeth Frenzel., Stoffe der Weltliteratur: Ein Lexikon Dichtungsdeschichtlicher Längsschnitte. 


























                                                        
13 フランスの詩人。メアリーの寝室に 2 度に渡って忍び込み、処刑された。 
14Finson, Jon W. Ibid. p.75  
15 Ibid. p.75-76 
４１ 
 

























Hans-Joachim Zimmermann, "Die Gedichte der Königin Maria Stuart: Giesbert Vinke, Robert Schumann, und eine sentimentale Tradition”  
Archive für das Sutudium der neuen Sprachen und Literaturen 214 (1997): 294-324
シューマンの歌曲集の番号 調性 ヴィンケが元にした詩の出処 オリジナルの詩の出処 言語 想定される筆者 




Enngland und Schottland』 
ファニー・.レワルド 




Jean Monnet (1765) 
フランス アン・ガブリエル 
Anne-Gabriel 
2 Nach der Geburt ihres Sohnes 
 王子誕生ののち 
e 『イングランドとスコットランド 
Enngland und Schottland』 
ファニー・レワルド 
Fanny Lewald (1852) 
ファニー・レワルド 





3 An die Königin Elizabeth 
 エリザベス女王に 
a 『近代史への貢献 
Beiträge zur neueren Geschichte』 
フリードリヒ・ラウマー 
Friedrich von Raumer (1836) 
大英図書館 
コットンカリグラ蔵 
British Library  
Ms. Cotton Caligula 
イタリア メアリー・ステュアート 
（筆写師による手稿） 
Maria Stuart (manuscript in 
copyist’s hand) 
4 Abschied vin der Weit 
 この世への別れ 
e 『イングランドとスコットランド
England und Schottland』 
ファニー・レワルド 
Fanny Lewald (1852)  
ボドレー図書館の手書きのもの 
Bodleian Library manuscript 
フランス メアリー・ステュアート 
（直筆） 




Anecdotes of Some Distingished Persons』 
ウィリアム・シーワード 
William Seward (1795-97; 1804 ed.) 
『ヨーロッパ誌 22 号 











J. W. フィンソンによると、シューマンの歌曲集《メアリー・ステュアートの詩による 5
つの歌》の１曲目〈フランスへの別れ Abschied von der Fronkreich〉には、複雑な経緯があっ
た事が書かれている。 
 




















                                                        








   
“Adieu, plaisant pays France, / O ma patrie, La plus Cherie, / Qui as nourri ma jeune enfrance! / 




 そして、アン・ガブリエルによるこの詩は、1765 年にジャン・モネ Jean Monnet 
(1703-1785) によって編纂された『フランス詩撰集 Anthologie Françoise』に掲載され
た。ヴィンケがもとにしたものは、アン・ガブリエルが故意の策略のために載せた詩
が掲載されているジャン・モネのフランス詩集であろう。この詩を、後にファニー・
レワルド Fanny Lewald (1811-1889) が彼女の旅行記『イングランドとスコットランド 
England und Schottland』に載せ、ヴィンケはそれをもとにドイツ語に翻訳した。20  
 






                                                        
17 シュテファン・ツヴァイク『メリー・スチュアート』古見日嘉訳、東京：みすず書房、1977 年、71 頁。 
18 Finson, Jon W. Ibid. p.76 
19 筆者訳 









続く第２曲〈王子誕生ののち Nach der Geburt ihres Sohnes〉 はどうだろう。これについて
J. W. フィンソンは以下のような見解を述べている。 
 

















Herr Jesu Christ, den sie gekrönt mit Dornen,、
Beschütze die Geburt des hier Gebor’ nen. 




                                                        




Lang herrschen noch in diesem Königreich.  
Und alles, was geschieht in seinem Namen, 











続く第３曲〈エリザベス女王に An die Königin Elisabeth〉と、第４曲〈この世への別れ
Abschied von der Welt〉については、メアリー本人のものであることが証明されている。 
第３曲のメアリーがエリザベスに宛てた手紙は、イギリスの大英図書館に筆写師による
手稿が現在も保管されている。この手紙は、フリードリヒ・フォン・ラウマーFriedrich von 
Raumer の著書『近代史への貢献 Beiträge zur neueren Geschichte』(1836) の中に掲載され、ヴ
ィンケはこの F.ラウマーの著書から情報を得たようである。22 
 







J. W. フィンソンの見解はこうである。 
 
                                                        
22 Finson, Jon W. Ibid. p.77. Table5. 1. 








manuas tuas, Domine, confide spiritum meum」を繰り返しながら、処刑台の上に自分の




Seward (1747-1799) 『著名人たちの逸話 Anecdotes of Some Distingished Persons』(1795)
であり 、ジェームス・アンドリューJames Andrew (1737-1797) 『大英国史 History of 
Great Britten』(1996) 、ホレイス・ワルポール Horace Walpole (1717-1797) 『王室と貴





作曲家のヘンリー・ハリントン Henry Harinton (1727-1816) のもとに作曲を依頼され
ている。」 実際、ハリントンは 1790 年のあたりに、その詩に最初の曲をつけていた。







よ、私の霊をあなたの御手に委ねます In manuas tuas, Domine, confide spiritum meum」がもと
                                                        
24 Ibid. p.78 
４７ 
 
となっているのは確かなようである。それから 203 年の時を経た 1790 年、とある雑誌の編
集者によってハリントンのもとに作曲の依頼があり、これを受けたハリントンは、当時の慣









































・Akio Mayeda. Schumann Forschurungen: Die Textbasis Für Robert Schumanns Lieder Für 
Solostimmen. Mainz: Schott, 2005. 
・John Worthen. Robert Schumann: Life and Deth of a Musician. New Haven and London, 
Yele University Press, 2010. 
４９ 
 
・Lotte Lehmann. More than singing: The interpretation of songs. New York: Dover 
Publications, 1985. 
・Richard, Miller. Singing Schumann: An Interpretive Guide for Performers. New York: 























                                                        


























                                                        




月 体調 演奏活動、出来事 作曲・作品 
1  年明けから 5 月にかけて、デュッセ
ルドルフで 7 回、ライプツィヒで 3
回の演奏会を指揮 
2-19 日  
《歌人の呪い》作品 139 




13 日-3 月 30 日 
《ミサ・サクラ》作品 147 







15 日、引っ越し 26 日-5 月 23 日 
《レクイエム》作品 148 






















7 2 日、ひきつけ発作   
8 3 日朝の日記 
「私の力の悲しむべき減
退」 











9 9 日、クララ流産 
 
19 日、引っ越し 12 日《マリーとパパの歌》 
 
主に編曲・整理など 



























9 日-16 日  
《メアリー・ステュアートの











































6 月 6 日に、リスト Franz Liszt (1811-1886) がシューマンの《マンフレッド》を指揮する
という演奏会があった。かねてから楽しみにしていたこの演奏会も、体調が回復せずに参加
することを断念した。6 月下旬から 7 月初めにかけては、療養のためボン近郊の保養地に出
かけている。しかしその療養先でも、7 月 2 日にひきつけの発作に見まわれ、回復するどこ






8 月中旬から 9 月 17 日にかけては、オランダのスヘーニンゲンへ海水浴治療に出かける
が、ここでも目に見えた回復は見られなかった。その上、9 月 9 日にはクララが流産してし
まう。9 月 12 日、シューマンは長女マリーの書いた詩に、二重唱《マリーとパパの歌》を
作曲した。シューマンなりに考えたクララへの慰めだったのだろうか。それは定かではない
が、この曲には作品番号がつけられておらず、家族との個人的なものだったと思われる。 
                                                        
28 若林健吉『シューマン――愛と苦悩の生涯』、1999 年、310 頁。1851 年 1 月 1 日、ドイツの歌手シュト
ラッカーヤーンに宛てた手紙。 
29 アブラハム、ゲラルド、エリック・サムズ「シューマン、ロベルト（・アレクサンダー）」『ニューグ
ローブ世界音楽大辞典』第 8 巻、430 頁。 




に通達を受けた。10 月 28 日と、11 月 18 日の定期演奏会での指揮は自身の希望で降板し、
代わりに合唱指揮者のユーリウス・タウシュ Julius Tausch (1827-1895) が指揮棒を振った。








    














                                                        
31 前掲書、397 頁。 
５５ 
 
これらの騒動で心身ともに疲労していた時期、12 月 9 日から 16 日の間にかけて《メアリ
ー・ステュアートの詩による 5 つの歌》が作曲された。作曲の経緯については、第 2 項で詳
しく述べていくので、参照いただきたい。 
12 月 27 日、シューマンの日記には「今年のほぼ半分は、重い神経失調に倒れ病気のう




 年が明けた 1852 年も音楽監督としての職務を続けたが、合唱団との決裂が影響し、1853
年 10 月 27 日の定期演奏会での指揮が最後となった。体調と精神面の悪化からか、催眠術
実験に興味を示した時期もあった。しかしこうした一方で、ヴァイオリニストのヨアヒム











る。それは 1851 年までの作品から見て取ることができる。例えば、バイロン George Gordon  
Byron (1788-1824) の劇詩に作曲された《マンフレッド Manfred》(1848-49 年) 、そして劇的
な序曲としては、シェイクスピア《ジュリアス・シーザーJulius Cäsar》(1851 年) 、シラー
《メッシーナの花嫁 Die Braut von Messina》(1850-51 年) 、ゲーテ Johann Wolfgang von Goethe 
(1749-1832)《ヘルマンとドロテーア Hermann und Dorothea》(1851 年) などが作曲された。シ






また、ここまで触れてこなかったが、歌曲においても 1851 年 5 月、シューマンは一人の





















                                                        
33 フィッシャー＝ディースカウ、前掲書、409 頁。 












Jon W., “At the Interstice between “Popular” and “Classical”――Schumann’s Poems of 




新 聞で見つけたのであろう。そこには情報元の確認できないヴィンケによる 5 つ










































にも詳しかった。自身の歌曲作品には、ロバート・バーンズ Robert Burns (1759-1796) や、
バイロン George Gordon Byron (1788-1824) 、トマス・ムーア Thomas Moore (1779-1852) な
                                                        
36 Finson, Jon W. Ibid. p.72 































                                                        












































































































                                                        




























1. Abschied von Frankreich  
 
Ich zieh dahin, dahin! 
Ade, mein fröhlich Frankenland, 
Wo ich die liebste Heimat fand, 
Du meiner Kindheit Pflegerin! 
Ade, du Land, du schöne Zeit. 
Mich trennt das Boot vom Glück so weit! 
Doch trägt's die Hälfte nur von mir; 
Ein Teil für immer bleibet dein, 
Mein fröhlich Land, der sage dir, 


















































節目、19 小節目の、主に歌に休符のある部分に印象的に姿を見せている。1 小節目、3 小節

































































リーの感情と重なり合う。その証拠に 4 小節目 1 拍目で、右手は C に上り詰めている。そ
                                                        
40  第１章第２節、参照。 
７０ 
 






























































































の生涯を辿ってみると、スコットランドに帰還したのが 1561 年（18 歳）で、ジェームズを



























2. Nach der Geburt ihres Sohnes 
 
Herr Jesu Christ, den sie gekrönt mit Dornen,、
Beschütze die Geburt des hier Gebor’ nen. 
Und sei’ s dein Will’, laß sein Geschlecht zugleich 
Lang herrschen noch in diesem Königreich.  
Und alles, was geschieht in seinem Namen, 
































































                                                        






冒頭 1小節目の“Herr Jesu Christ, ”（主、イエス・キリスト）は、落ち着いた雰囲気で、深
いところから切実に呼びかける。 “Herr”を１拍目のピアノの和音と同じ方向性で発するよう
にすると、ここで歌とピアノの関係性が示され、この先もピアノ部分が和声を色づけするだけの
ものにならず、歌と共に進んでいく事ができるのではないだろうか。“gekrönt mit Dornen,” （茨




“Beschütze die Geburt des hier Gebor’ nen”.（ここに生まれしこの子をお守り下さい）から




4 小節目の 1 拍目は、ピアノがタイで伸びていて、実際には新たな音は鳴っていない。そのた





































 本歌曲集は、この第３曲だけが a moll であり、他の４曲は全て e moll で統一されている。 
 
 
3. An die Königin Elisabeth 
 
Nur ein Gedanke, der mich freut und quält, 
Hält ewig mir den Sinn gefangen, 
So daß der Furcht und Hoffnung Stimmen klangen, 
Als ich die Stunden ruhelos gezählt. 
 
Und wenn mein Herz dies Blatt zum Boten wählt, 
Und kündet, euch zu sehen, mein Verlangen, 
Dann, teurer Schwester, faßt mich neues Bangen, 
Weil ihm die Macht, es zu beweisen, fehlt. 
  
Ich she’ den Kahn im Hafen fast geborgen, 
Vom Sturm und Kampf der Wogen festgehalten, 
Des Himmels heit’ res Antlitz nachtumgraut. 
 
So bin auch ich bewegt von Furcht und Sorgen, 
Vor euch nicht, Schwester. Doch des Schicksals Walten 










































































































1～7 小節目と、8～14 小節目は、ほぼ同じ音楽で繰り返される。（譜例７） 
メアリーは、たしかにあとがない状況にあるが、エリザベスに対してはあくまでもお願い
の姿勢をとっている。最初から激情しているわけではなく、切々と訴えかけている。 
11 小節目“teurer Schwester”と呼びかけるにも、メアリーはまだ仮面をかぶっていられる。 
それが徐々に興奮を増して、抑えられなくなると、15 小節目からは一段階高まりを見せ、
17 小節目 1 拍目“Sturm”で、それまで付点 8 分音符で刻まれてきた付点のリズムが、付点
4 分音符に引き伸ばされている。それは、18 小節目 1 拍目“fest”、19 小節目１拍目“Himmels”
８４ 
 
20 小節目 1 拍目“nachtumgraut”でも同様であり、いずれも迫力を増して鬼気迫った印象を
与えている。 
 この箇所を実際に演奏してみた時、筆者自身も気持ちが昂り、ブレスが足りなくなってし











（２）“dem wir vertraut” 
  
“dem wir vertraut”「私たちが頼みとする（この船の帆を引き裂くこともあるのです）」は、 
最後の最後に、２度繰り返されている。（譜例８） 
１度目は 27 小節 3 拍目である。ピアノが 2 分音符で伸ばされている間、付点ではない 8
分音符で静かに強調されている。カクテルパーティ効果のように耳を惹きつけるこの箇所
は、いかにも意味深である。２度目は曲の終わり、29～31 小節目にかけてである。さらに





































4. Abschied von der Welt 
 
Was nützt die mir noch zugemess’ ne Zeit? 
Mein Herz erstarb für irdisches Begehren, 
Nur Leiden soll mein Schatten nicht entbehren, 
Mir blieb allein die Todesfreudigkeit. 
 
Ihr Feinde, laßt von eurem Neid: 
Mein Herz ist abgewandt der Hoheit Ehren, 
Des Schmerzes Übermaß wird mich verzehren; 
Bald geht mit mir zu Grabe Haß und Streit. 
 
Ihr Freunde, die ihr mein gedenkt in Liebe, 
Erwägt und glaubt, daß ohne Kraft und Glück 
Kein gutes Werk mir zu vollenden bliebe. 
 
So wünscht mir bess’ re Tage nicht zurück, 
Und weil ich schwer gestrafet werd’ hienieden, 


































































第 1 小節目、4 拍目で空間に響いた E の音は、時間の経過と共に減衰していく。それに続
く下降音型「D―C―H―A」は、なんとも力なく、何の抵抗力も持たずにため息のように消











全体の構成は、第３曲〈エリザベス女王に〉と似ている。第 1～10 小節目と第 11～19 小
節目で、同じようなまとまりを２度繰り返し、20 小節目からは、思いが溢れるように自由




































うと試みてもなかなかできるものではない。《女の愛と生涯 Frauenliebe und Leben》作品 42 








































この時のようなエネルギーは、今のシューマンにはなかった。1840 年から 12 年後のことで
あるが、精神的にも肉体的にも疲れ、仕事においても、思いどおりに進まない状況の中で、
















O Gott, mein Gebieter,  
ich hoffe auf dich! 
O Jesu, Geliebter,  
nun rette du mich! 
Im harten Gefängnis,  
in schlimmer Bedrängnis 
Ersehne ich dich; 
In Klagen, dir klagend,  
im Staube verzagend, 
Erhör’, ich beschwöre,  


















































































































































































『Die Gedichte der Königin Maria Stuart: Gisbert Vinke, Robert Schumann, und eine sentimentale 
Tradition』を元に再研究された、フィンソンの論文「At the Interstice between “Popular” 
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